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１．件 名 

伊方発電所第３号機 

湿分分離加熱器加熱蒸気配管のドレン受けからの蒸気漏れについて 

 

 

２．事象発生の日時 

平成２２年３月５日 ９時３０分（判断） 

 

 

３．事象発生の設備 

蒸気タービン設備 高圧ドレンベント系統 

 

 

４．事象発生時の運転状況 

第１２回定期検査中（出力上昇中） 

 

 

５．事象発生の状況 

伊方発電所第３号機は、第１２回定期検査中（電気出力７５％までの出力上

昇中）のところ、高圧タービンから湿分分離加熱器Ａ号機およびＢ号機の間に

それぞれ設置している第１段加熱蒸気ドレン弁（3V-RS-122A,B）下流のドレン

受けから、少量の蒸気が漏れているのを発見した。 

このため、ドレン弁２台（3V-RS-122A,B）のフラッシング＊１および増し締め

を実施したが、蒸気漏れが止まらず、ドレン弁２台のシートリーク＊２によるも

のと判断し、３月５日９時３０分、補修することとした。 

その後の調査の結果、蒸気漏れは、別のドレン受けからの蒸気の廻り込みに

よるもので、漏れ箇所は第１段および第２段湿分分離加熱器ドレンタンクのド

レン弁２台（3V-RS-301A,3V-RS-304A）のシートリークによることが判明した

ため、当該弁のフラッシングおよび増し締めを行ったところ、蒸気漏れは停止

した。なお、少量の蒸気漏れであったことから、本事象によるプラント出力上

昇への影響はなかった。また、本事象による環境への放射能の影響はなかった。 

（添付資料－１） 

＊１：フラッシング 

内部流体を流すことにより、弁シート面に挟まっている微細な異物な

どの残留物を除去する。 

＊２：シートリーク 

      弁が全閉状態であるにもかかわらず、少量の内部流体が弁の下流側に 

流れている状態で、弁シート面の異物の挟まり等により発生する。 
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６．事象の時系列 

３月５日 

４時４５分  湿分分離加熱器３Ｂ第１段加熱蒸気ドレン弁(3V-RS-122B)下

流のドレン受けから少量の蒸気が漏れているのを当直員が発

見 

６時００分頃 湿分分離加熱器３Ａ第１段加熱蒸気ドレン弁(3V-RS-122A)下

流のドレン受けからも少量の蒸気が漏れているのを保修員が

確認 

８時４０分頃 ドレン弁２台(3V-RS-122A,B)のフラッシングおよび増し締め

を実施したが、蒸気漏れが止まらないことから、ドレン弁２

台がシートリークしていると判断 

９時３０分  ドレン弁２台(3V-RS-122A,B)の補修が必要と判断 

  １０時３０分  ドレン弁２台(3V-RS-122A,B)下流の配管温度が低下傾向にあ 

ったことから、別のドレン受けからの廻り込みの可能性が考え 

られたため、蒸気漏れを確認したドレン受けに接続されている

ドレンラインについて調査を開始 

１１時２７分  別のドレン受けからの廻り込みを確認 

第２段湿分分離加熱器ドレンタンクドレン弁(3V-RS-301A)の

シートリークと判断した。その後、当該ドレン弁(3V-RS-301A)

フラッシング、増し締め実施により、下流配管の温度が低下

傾向にあったことから、シートリークが停止したと判断した 

１１時４６分 ・湿分分離加熱器第１段加熱蒸気ドレン弁(3V-RS-122A,B)下流

のドレン受けの蒸気漏れが停止したことからドレン弁(3V-RS 

-122A,B)のシートリークはないと判断した 

・第１段湿分分離加熱器ドレンタンクドレン弁(3V-RS-304A)の

下流ドレン受けから若干の蒸気漏れがあったことから、ドレ

ン弁(3V-RS-304A)のシートリークと判断した。 

１１時５２分  当該ドレン弁(3V-RS-304A)のフラッシング、増し締め実施 

１２時４５分  当該ドレン弁(3V-RS-304A)の下流ドレン受けの蒸気漏れが停

止したことを確認し、シートリークが停止したと判断した 

 

 

７．調査結果 

（１）点検実績 

    シートリークが認められた当該ドレン弁２台の点検実績を確認した結果、

第２段湿分分離加熱器ドレンタンクドレン弁(3V-RS-301A)は、第４回定検（平

成１１年１１月～平成１２年２月）、第１段湿分分離加熱器ドレンタンクドレ

ン弁(3V-RS-304A)は、１回／１０定検の頻度で点検を計画しており、至近では、

第６回定検（平成１４年５月～７月）に分解点検を実施していた。 

なお、当初シートリークしているものと判断した湿分分離加熱器第１段加
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熱蒸気ドレン弁(3V-RS-122A,B)は第５回定検（平成１３年４月～５月）、第２

段湿分分離加熱器ドレンタンクドレン弁(3V-RS-300A)は、第７回定検（平成

１５年９月～１２月）に分解点検を実施していた。 

    また、これらの弁は３号機運開（平成６年１２月）以降、取替の実績はな

かった。 

 

（２）弁操作状況 

    シートリークが認められた当該ドレン弁２台の弁操作状況を確認した結果、

通常の定検において、当該ドレン弁は系統隔離・水抜き時および系統復旧時

は弁操作を実施しており、今定検でも同様の操作を実施していた。 

    また、系統復旧時の弁操作はチェックシートに基づき、確実に実施してお

り、フラッシング前の締め付け状態確認においても弁の閉止状態に問題はな

かった。 

 

 

８．類似箇所の調査結果 

３号機タービン建屋に設置している類似のドレン受け１８０箇所の上蓋を開

放し、蒸気漏れがないことを確認した。 

 

 

９．推定原因 

蒸気漏れの原因は、当該ドレン弁のフラッシングおよび増し締めをしたことに

より漏れが停止したことから、系統の復旧操作において、微細な異物が弁シート

面に挟まり、出力上昇に伴う系統の温度および圧力上昇により、弁シート面の僅

かな隙間より少量の蒸気が漏れたものと推定される。 

  なお、当初シートリークしているものと判断したドレン弁(3V-RS-122A,B)は、 

 その下流の当該ドレン受けに接続されているドレンラインの系統構成や配管の温 

 度状況等の調査により、シートリークしていないことが判明した。 

 

 

１０．対 策 

（１）念のため、次回定検（第１３回定検）時に、シートリークが認められたドレ

ン弁２台の分解点検を実施する。 

 

（２）今回の原因が、系統の復旧操作時における微細な異物のかみ込みであること

から、新たにチェックシートを作成し、プラントの出力上昇に伴う蒸気通気時

に、各ドレン弁のドレン受けを目視点検し、ドレン弁からのシートリークがな

いことを確認するとともに、シートリークが認められた場合はフラッシング、

増し締めを行い、それでもシートリークが停止しない場合は分解点検を行う。 
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（３）ドレン受けからの蒸気漏れを発見した場合は、系統構成や温度測定（触手や

温度計等による測定）により配管の温度状況等を確認し、漏えい箇所を確実に

絞り込み特定するとともにフラッシングや増し締め等が迅速に行えるよう、運

転・保修関係者に文書にて周知する。 

 

以 上
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添付資料－１ 伊方発電所３号機 湿分分離加熱器まわり概略系統図 

 

添付資料－２ 当該弁の配置状況写真 

  



湿分分離加熱器A号機

高圧タービン

伊方発電所３号機 湿分分離加熱器まわり概略系統図

蒸気発生器

復水ポンプ

復 水 器
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給水ポンプ 脱気器

復 水 器

第2段
湿分分離加熱器

ドレンタンク

第１段加熱蒸気（抽気）

第２段加熱蒸気（主蒸気）

当該箇所

ドレン受け

3V-RS-300A

3V-RS-301A

排水ピットへ

3V-RS-304A

3V-RS-122A

ドレン受け

3V-RS-122B

添
付
資
料
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１

少量の蒸気漏れが確認された

ドレン弁3V-RS-301A、3V-RS-304Aに接続
されたドレン受けからの蒸気の廻り込み

第1段
湿分分離加熱器

ドレンタンク



添付資料－２

3V-RS-304Aの下流配管

当該弁の配置状況写真

第２段湿分分離加熱器ドレンタンクドレン弁
（３Ｖ－ＲＳ－３０１Ａ）

第１段湿分分離加熱器ドレンタンクドレン弁
（３Ｖ－ＲＳ－３０４Ａ）

ドレン受け
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